
湯沢市雄勝郡造形教育研究会

組織

主な事業

研究会の記録

会員数 17 名

会長　　　三浦　秀巳　　　　　　（三梨小学校）
副会長　　佐藤　かよ子　　　　（湯沢南中学校）
事務局　　鈴木　陽　　　　　　　（湯沢東学校） 　　　　井上　晴子　　（羽後明成小学校）
研究部　　長雄　義明　　　　　　（雄勝中学校）　　　　
幹事　　　池田　亜紀　　　　　　（三梨小学校）
会計　　　高橋　香理　　　　　（湯沢北中学校）

秋田県児童生徒美術展地区審査
（湯沢東小学校／令和３年11 月 25 日）

会誌「このゆびとまれＶｏｌ．21」製本・発送
（湯沢北中学校／令和４年１月24 日）

冬季研修会 実践発表と講演
（湯沢ロイヤルホテル／令和４年１月11 日）

◎秋田県児童生徒美術展湯沢雄勝地区展審査より
　総出品数150 点（小学校111 点・中学校39 点）のうち，45 点を本郡市の入賞作品とし，その中の５点を話題
作として選出した。以下に今年度の審査講評からの特記事項を抜粋する。

（低学年） 
　想像したことやそれに対する思いや願いが、作品に込められている作品が目を引いた。虫やザリガニなどと
のふれあいを題材にした作品は、生活科の学習での活動や体験で感じたことや生き物への思いが絵からあふれ
出していた。
（中学年） 
　想像を広げて自由な考えで楽しんで描いている。にじみ、たらし込み、スクラッチなど様々な技法を使いこ
なしていた。
（高学年） 
　校舎を描いた風景画や多色刷り版画、切り絵など題材が多岐にわたっていて見応えがあった。自分なりのテー
マを意識して制作を進めている作品や自分が思い描いたものを表現したことが伝わってくる作品が多かった。
（中学校） 
　主題が明確で、人間の内面が伝わる表現が多い。空間や奥行きなどをうまく使えている作品が多い。取捨選
択をしてこの表現になった、という感じが出ている。

◎冬季研修会
　講 師：加藤 久夫先生 〈湯沢雄勝造形教育研究会 前会長〉
　演 題：「美術教師を振り返る」
　昨年度で退職された加藤会長の記念講演を実施した。また，今年度の秋田県造形教育研究大会（能代山本大会）
の発表者である雄勝小，藤原和彦先生の発表も行った。


